
卒業生紹介

■営業担当から、会長秘書へ
「『おいしい』の笑顔を、世界の共通語へ」

これは、高校時代から変わらぬ私の夢です。
その実現には、途上国の栄養改善と、先進国
の過剰栄養による健康課題を解決しなければ
なりません。その双方にアプローチできるのは、
「おいしさ」と「いのち」の素、アミノ酸のスペ
シャリストである味の素での仕事だと考えまし
た。今日の頑張りや、明日の活力を食卓から支
える仕事に誇りを持ち、世界のフィールドで挑
戦し続けたいという思いから入社しました。

　入社後2年間は、加工営業を担当していまし
た。味の素は、うま味調味料「味の素」以外に
も、様々な食品の味や風味を向上させること
ができる調味料や、食感改良に寄与する酵素
製剤など、幅広い業務用の商品を持っていま
す。加工営業とは、弊社独自の素材や技術を活
かした、食品加工メーカー様向けの調味料等
を、商品開発担当、工場長、時には、経営層へ
提案し、お得意先様の製品が抱えるニーズや
課題を解決する仕事です。栃木県と山梨県を
担当していたので、週の大半は、新幹線とレン
タカーで出張していました。大学で学んだ、調
理学、食品加工・貯蔵学、食品衛生学などの知
識を活かすことができ、自身が提案した調味
料が採用された製品が、全国で販売された時
の喜びは、今でも忘れられません。

　昨夏より秘書部へ異動し、会長と社外取締
役の担当をしています。秘書の仕事は多岐に
わたります。スケジュール管理、来客対応、会
食・ゴルフ・お土産の手配、郵便物の処理、執
務室の整理・・・。これらすべてが、役員のパ
フォーマンス最大化に貢献する仕事であり、私
の仕事になります。会社の経営を最前線で担
う方々のそばで働くことができる貴重な経験
は、何物にも代えがたい刺激的な日々です。

　国内外で多岐にわたる事業を展開する会社
だからこそ、様々な仕事に挑戦できることが、
醍醐味のひとつだと思います。いずれは、自身
の専門分野である、開発途上国の栄養改善事
業に携わることが目標です。

■困難な状況も前向きに捉え、
　挑戦し続ける

私は、大学院在学中、東アフリカに位置す
るルワンダ共和国の東部農村地域に計７週間
滞在し、食事調査を行いました。現地では、食
材の下処理からはじめ、火起こし、調理、配膳、
食事し終えるまで、毎食約２時間かかります。

私の仕事は、一世帯に一日中滞在し、朝から
晩まで、家族一人ひとりが、何をどれだけ食べ
たのか、すべて秤量記録することです。これは、
世帯員、特に調理担当者の心理的負担が大き
い調査といえます。その中で私は、通訳者と世
帯員との会話から現地語を聞き取り、音を真

似て口にすることで覚え、意思疎通を図ろうと
努めました（当時覚えた現地語・キニヤルワン
ダ語での自己紹介は、今でも、私の特技のひと
つです）。手の空いた時間には、子ども達と遊
び、水汲みへ同行するため片道３kmの急な坂
道を往復した日もありました。その結果、別れ
際にお礼の気持ちを伝えると、「あなたを家に
迎えられて私たちも嬉しい」、「息子のお嫁さ
んに来てほしい」との言葉を戴くほどの信頼を
得て、のべ53世帯の食事調査を無事に終える
ことができました。 　

調査系研究において、フィールドワークは、
研究のほんの一部に過
ぎません。大学院在学中
は、土日も含め毎日のよ
うに研究室へ通い、研究
費獲得のために書類を書
いたり、データを集計・解
析したり、論文を書いたり、
学会発表に向けて準備を

したり・・・と、目まぐるしい日々を過ごしてい
ました。

大変と感じたことも多々ありましたが、研究
三昧の2年間が、いまの私を支えているといっ
ても過言ではありません。指導教官の手厚い
ご指導のおかげで、5本の学術論文（和文 ３
本、英文 2本）、6回の学会発表（うち、国際
学会３回）、DVD教材として、研究が形になる
ことの喜びを味わうことができました。加えて、
物事を論理的に考え説明する力や、事務処理
能力、英語力など、多くの力を養うことができ
ました。困難な状況も前向きに捉え、挑戦し続
ける姿勢は、研究生活を通じて身につきました。

■学生へのメッセージ
「今しかできないこと」を一生懸命にやっ

てください。夢中になって取り組んだことがひ
とつでもあれば、それは、今後の人生において、
かけがえのない経験になります。

文責：基幹研究院自然科学系教授　赤松 利恵

週末は、趣味のジョギングやゴルフで身体を動かしたり、友人と食事に出掛けたりします。また、年明けから、社会人大学院において、思考力や経営戦略・マーケティングの勉強をしています。長期休暇が取れると、大好きな海外旅行へ繰り出します。直近では、ゴールデンウィークにメキシコへ行ってきました。

わたしのオフタイム
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埼玉県出身
2013年3月　 お茶の水女子大学 生活科学部 食物栄養学科 

卒業（管理栄養士取得）
2015年3月　 お茶の水女子大学院 人間文化創成科学研究科 

博士前期課程 ライフサイエンス専攻 修了
2015年4月　味の素株式会社 入社
　　　　　　 食品事業本部 東京支社加工第4グループ
2017年7月　秘書部（会長秘書）

味の素株式会社  秘書部（会長秘書）
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